
1992年出土の木簡

〓重
。安
養
寺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一二
重
県
度
会
郡
二
見
町
字
溝
口

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
４
）
五
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一
一見
町
文
化
財
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
大
西
素
行

（二
見
町
教
育
委
員
会
）

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
世
紀
後
半
を

一
二
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

安
養
寺
跡
は
、
五
十
鈴
川
が
下
流
域
で
五
十
鈴
川
派
川
と
分
流
す
る
地
点
に

広
が
る
低
丘
陵
地
の
谷
間
の
湿
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
地
に
住
宅

・
リ

ブ
ー
ト
開
発
が
及
ぶ
こ
と
に
な

り
、　
一
九
九

一
年
度
の
第

一
次

試
掘
調
査
の
結
果
を
得
て
二
三

〇
〇
ド
に
わ
た
る
調
査
を
実
施

し
た
。

安
養
寺
は
、
平
安
時
代
末
期

に
西
行
が
、
晩
年
の
一
時
期
に

草
庵
を
結
ん
だ
と
さ
れ
る
所
で

あ
る
。
調
査
の
結
果
、
二
層
の

整
地
層
上

・
下
面
で
遺
構
や
遺
物
を
検
出
し
た
。
平
安
時
代
末
期
ぞ
鎌
倉
時
代

前
半
の
遺
構
で
は
、
礎
石
建
物
二
棟

・
掘
立
柱
建
物

一
棟
と
、
こ
れ
ら
の
建
物

に
付
随
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
区
画
排
水
溝
三
条

。
池
状
遺
構
二
箇
所
を
検
出

し
た
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
後
半
の
遺
構
と
し
て
、
掘
立
柱
建
物

一
棟
と
、
区
画

排
水
溝
四
条

。
瓦
溜

一
基
を
検
出
し
た
。

遺
物
は
、
土
器
、
瓦
、
木
製
品
な
ど
が
多
量
に
出
土
し
た
が
、
特
に
木
製
品

が
多
い
こ
と
や
、
墨
書
土
器

。
墨
書
木
製
品

全
二
〇
点
）
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
ｃ
こ
れ
ら
は
、
整
地
層
の
上
や
下
で
全
面
に
わ
た
り
出
上
し
た
が
、
特
に

旧
整
地
層
に
伴
う
遺
構
内
や
、
整
地
層
下
面
で
採
集
し
た
平
安
時
代
末
ぞ
鎌
倉

時
代
前
半
の
も
の
が
多
い
。

木
製
品
で
は
、

へ
ら

（多
旦尋
、
刀
子
や
筆
、
鋸
の
柄

・
楔
等
の
工
具
、
下
駄

（連
歯
・
差
歯
な
ど
二
〇
点
）
・
板
草
履

・
檜
扇
等
の
服
飾
具
、　
刀
形

・
矢
形

。
鳥

形
等
の
祭
祀
具
、
毬

。
毬
杖

・
将
棋
の
駒
等
の
遊
具
、
箸

（多
三Ｄ

・
杓
子
形
木

製
品

。
鋼
蓋

。
俎

・
折
敷
等
の
食
事
具
、
曲
物
の
底
板

・
漆
椀

・
栓
等
の
容
器
、

燈
台
や
供
物
に
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
台
状
木
製
品
、
部
材
等
が
多
量
に
出
土

し
た
。
木
簡
は
八
点
出
上
し
た
が
、
習
書
や
断
片
が
多
い
。

木
簡
や
墨
書
木
製
品
は
、　
一
四
ｍ
×
二
〇

ｍ
、
深
さ
八
Ｏ
ｃｍ
の
池
状
遺
構
か

ら
出
土
し
た
も
の
が
多
い
。
こ
の
遺
構
は
、
北
か
ら
南

へ
二
回
ほ
ど
縮
小
す
る

よ
う
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
た
。
木
衡
の
他
に
、
人
物
と
蛙

・
風
景
を
描
い
た

も
の
、
絵
馬
ら
し
き
方
形
板
も
伴
出
し
て
い
る
。
多
量
の
土
器
や
木
製
品
と
共

に
銅
椀
の
鋳
型
や
輔
の
羽
口
、
切
り
出
し
た
松
等
の
自
然
木
も
捨
て
ら
れ
て
い

(答志 。鳥羽)



た
。
伴
出
し
た
土
師
器
や
陶
器
等
か
ら
、
こ
れ
ら
の
年
代
は
平
安
時
代
末
を
鎌

倉
時
代
初
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①

名
諸

　

諸
仏
〔叫

十
五
年
五
月
日
回
』
」

『□
□
』

名
□
見
眼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　

ドΦｏ
溢
『
溢

Φ緞

②
　
。
「
＜
□
訣
両
部
教
主
大
日
如
来
刺
垂
幽
隊
」

。
「
＜
　
　
望
郵
半

　

　

国

　

　

暫
一　
」

〕『受
∞喪
⇔
露

（大
西
素
行
）

正
倉
院
の
薬
壺
と
検
封
木
簡

本
年
の
正
倉
院
展
に
、
薬
物
の
冶
薦
を
容
れ
た
壼
が
出
陳
さ
れ
て
い

た
。
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
そ
の
蓋
の
墨
書
で
あ
る
。
蓋
は

一
部
欠
損
し

て
い
る
が
、
「冶
葛
」
と
墨
書
が
あ
り
、
こ
れ
は
従
来
か
ら
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
問
題
は
こ
れ
ま
で
言
及
の
な
い
、
あ
と
二
箇
所
の
墨
付
き
で
あ
る
。

展
示
図
録
の
写
真
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
内
の
一
つ
は
明
ら
か
に

文
字
の
一
部
で
、
残
画
か
ら
判
断
す
る
と
、
「封
」
の
字
と
思
わ
れ
る
。
貼

紙
し
た
上
に
、
紙
か
ら
は
み
出
す
形
で
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
ら
し
い
。

「冶
葛
」
の
字
の
右
下
に
あ
る
、
も
う

一
つ
の
墨
書
も
、
や
は
り
同
様
な

「封
」
の
よ
う
で
あ
る
。
も
と
は
蓋
か
ら
豆
の
本
体
に
か
け
て
紙
を
貼
り
、

そ
の
両
端
に

「封
」
字
を
書
い
て
封
印
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
薬
の
検
量
や
出
用
が
実
際
的
意
味
を
も
っ
て
い
た
古

代
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
年
代
は
と
も
か
く
、
こ
れ
ら
の
封
は
、
近
年
例
を
増
し
つ
つ
あ
る
、

い
わ
ゆ
る
検
封
木
簡
を
考
え
る
上
に
注
目
さ
れ
る
。
検
封
木
簡
は
、
上
下

両
端
に
切
込
み
を
入
れ
て
紐
で
縛
り
、
各
々
に

「封
」
な
ど
の
字
を
書
く

例
が
多
い
が
、
紙
で
は
弱
い
場
合
や
汚
損
を
避
け
る
時
に
木
簡
が
使
わ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
単
な
る
封
印
な
ら
、
封
泥
の
よ
う
に

一
箇
所
で

も
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
討
の
場
所
が
二
箇
所
に
及
ぶ
の
は
、
薬
重
の
蓋
と

身
の
よ
う
に
、
二
つ
に
分
離
す
る
構
造
の
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
封
じ
た

も
の
と
み
ら
れ
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
検
封
木
簡
に
つ
い
て
、
更
に
多

方
面
か
ら
の
検
討
が
望
ま
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（東
野
）




